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プリオンタンパク質および心筋型トロポニンTをマーカーとする成体心筋組織の間隙細胞は拍

動する心筋細胞へと自発的に成長する 

 

成体マウスの心室組織から調製した「心筋細胞を除いた分画」中に、培養数日後から自発的に

大きく成長し拍動を始める細胞が存在することが発見され、その特 徴的な形態から

atypically-shaped cardiomyocytes（ACMs）として同定されている。ACMs の多くは多核であり、

ペースメーカー細胞に類似した自動性を示す。また、新生仔 から老齢にいたるまで心室組織

に存在する。 

 

 今回、心筋前駆細胞のマーカーとして知られるプリオンタンパク質（Prion protein, PrP, 

CD230）が ACMs の細胞膜に強く発現していることを見いだし、心筋型トロポニン T（cardiac 

troponin T, cTnT）との共発現を指標として、ACMs を識別する方法を確立した。 

 ACMs の増殖は観察されなかったが、小型で丸い形状の PrP 陽性細胞が遊走し、拍動している

ACMs に融合することによって、大型で複雑な形態の多核細胞に成長することが確認された。ま

た、マウス心室組織の心筋細胞間隙に PrP と cTnT を共発現する細胞（PrP+cTnT+細胞）が存在

することがわかった。これらの PrP+cTnT+細胞は、孤立あるいはクラスター状の細胞として見

いだされ、native ACMs であると考えられた。さらに、ヒト心室組織においても同様の PrP+cTnT+

細胞が存在することが明らかになった。 

 

【結論】 ACMs は、マウスおよびヒト心室組織において、PrP+cTnT+細胞として生涯にわたって

存在していることが示唆された。ACMs は細胞単離などの周辺微小環境の変化により、単独で、

あるいは細胞融合を経て自発的に拍動細胞へと成長する可能性があると考えられる。  
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